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はじめに 

グローバルエビデンス委員会は、平時および将来の世界的危機的における研究エビデンスの利用を改善するた

めの、時限的、分野横断的、草の根的な取り組みとして2021年4月に発足した。当時も、そして今日でも明らか

なように、社会的課題とその対処方法に対するよくあるアプローチは、しばしばアドホックな方法で長期間に

わたって学ぶことに依存している。しかし、世界は新しいアプローチへの移行を必要としている。それは、エ

ビデンスを体系的かつ透明性をもって利用し、迅速に学習し改善するアプローチである。この重要な取り組み

を支援するために、グローバルエビデンス委員会は2022年1月にその基礎となる報告書を、そして2023年、

2024年、そして今回2025年の1月に改訂版を多言語で召集・発行した。これが最後の改訂版となり、グローバ

ルエビデンス委員会は2025年3月に活動を終了する。 

2024年改訂版では、社会的課題に取り組むためのエビデンス利用方法の飛躍的な改善に向けて、一般的にも、

また3つの実装優先事項それぞれに関連する行動を通じても、推進力が情勢されていることを主張した。これは

特に、2番目の実装優先事項（世界中の他者からより良く学ぶ方法に関するもの）において顕著だった。 

 

私たちの実装評議会は、世界のあらゆる地域の 22 カ国および多くのグローバルおよび地域機関から集まった

95 の組織パートナーに成長して、その活動を終える。 

 

次節では、2番目の実装優先事項で達成されたブレークスルーについて説明し、その次の節では、1番目と3番目

の実装優先事項に関連する継続的な機会について説明する。付録1では、グローバルエビデンス委員会の活動と

その達成に貢献した多くのグループを紹介する。 

 

 

 

 

 

 

https://www.mcmasterforum.org/docs/default-source/evidence-commission/evidence-commission-report.pdf?Status=Master&amp%3Bsfvrsn=2fb92517_5/Evidence-Commission-report
https://www.mcmasterforum.org/docs/default-source/evidence-commission/update-2023.pdf
https://www.mcmasterforum.org/docs/default-source/evidence-commission/update-2025.pdf?sfvrsn=d944a6b7_7
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グローバルエビデンスアーキテクチャの強化・活用 

 

2024 年の 4 つの出来事が、飛躍的進歩の頂点となった。具体的には、未来サミットの「アクションデー」イベ

ントにおけるウェルカムトラストの「Evidence Synthesis Infrastructure Collaborative（ESIC）」への資金提供

の意向発表と、UKRI のウェルカムトラストおよび他の資金提供者とのパートナーシップでの活動発表である。 

 

コンセンサス声明（上記の 2 番目の出来事としてグローバルエビデンス委員会のウェブサイトに掲載）は、変

革の必要性を強調するのに役立った。2 番目の特徴（以下の太字）が ESIC の発表に最も直接的に関連していま

すが、ESIC は 1 番目の特徴に奉仕し、他の特徴を可能にしたり具現化したりするものとして見なされている。 

 

 

言い換えれば、ESIC（またはより一般的にグローバルなエビデンスアーキテクチャ）は、世界中から学んだこ

とを、グループや文脈によってどのように異なるかを含めて、自由に利用できるようにする可能性を提供す

る。これは、洞察を直接使用できる人々（例：政府の政策立案者や専門職のリーダー）と、この世界的なエビ

デンスを多くの必要な形態の国内（または地方）のエビデンスと並べて置くことが仕事である人々（すなわ

ち、エビデンス支援ユニット）の両方に向けられている。  
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追加の報告書（例：NESTA からの報告書）、ジャーナルの報告（例：Nature での報告）、補完的な発表（例：

UKRI からの発表）および声明（例：Global SDG Synthesis Coalition からの声明）は、すべて ESIC の発表に至

るまでとその後の活動の一部だった。 

 

日 タイトル 内容 

2024 年 9 月 4 日 ‘SHOW ME the evidence’ コンセンサス (Global 

Evidence Commission ウェブサイトに作業バージョ
ンの投稿) 

研究エビデンスを必要とする人たちに確実に届けるためのアプローチの特
徴 

2024 年 9 月 9 日 エビデンスに関するより良い国際協調のための
ブループリント 

NESTA/英国行動インサイトチーム報告書（通称「4 カ国委員会」報告
書）：エビデンス統合・評価において各国がどのように協働できるか 

2024 年 9 月 17 日 「隠された」科学の解明が世界課題への取り組
みに寄与する 

Helen Pearson（ネイチャー誌編集者）によるグローバル SDGs 統合連合に関
するネイチャー誌の論説 

2024 年 9 月 19 日 グローバルエビデンスの変革：政策立案のため
の AI 駆動型エビデンス統合 

英国 Research and Innovation（UKRI）が、需要サイドの関与を支援し、人間
と AI の能力を統合して、より適切でタイムリーかつ安価な生きたエビデ
ンス統合を改善する「実証ケース」を提供するインフラを 1,150 万ポンド
（1,500 万米ドル）で公募。 

2024 年 9 月 21 日 「資金提供の意向」発表 エビデンス統合インフ
ラ共同体 

Wellcome Trust が、需要側の関与と AI の安全で責任ある利用、データの共
有と再利用、手法とプロセスの革新、能力共有を支援する「エビデンス統

合インフラ共同体」に、5 年間で 4,500 万ポンド（6,000 万米ドル）の資金

を提供することを発表。 

2024 年 9 月 21 日 2030 年およびその先へ： What Works のエビデン
スへのアクセスを通じて SDGs を加速する 

SDGs への進歩を加速するため、科学・デジタルテクノロジーの役割に関
するディスカッションのビデオ録画（Wellcome Trust CEO による John-Arne 

Røttingen による投資発表を含む） 

2024 年 9 月 21 日 Scientists are building giant ‘evidence banks’ to create 

policies that actually work 科学者は、実際に機能する

政策をつくるために大規模な「エビデンスバン
ク」を構築している 

Helen Pearson による 2 つの助成金発表に関するネイチャー記事 

2024 年 9 月 21 日 SDGs エビデンスへの 7400 万ドルの新規投資が発
表 

2 つの助成金発表に関するグローバル SDGs 統合連合からの声明 

2024 年 9 月 22 日 グローバルエビデンス助成金発表に関する X 投
稿 

英国 Economic and Social Research Council 理事長 Stian Westlake による UKRI 投資
に関する X 投稿 

2024 年 10 月 2 日 「エビデンスバンク」が公共生活におけるより

良い決定を支援可能 

2 つの助成金発表に関する Financial Times からのニュース記事 

 

ESIC の計画プロセスは、集団的影響アプローチを採用しており、必要なインフラストラクチャに関する共通の

アジェンダについての合意形成から始まり、生きたエビデンス統合のスイートを優先順位付けし実施する方

法、およびこれらの統合から実行可能な洞察を提供する方法についても検討している。生きたエビデンス統合

とは、特定の質問に対する最良の利用可能なエビデンスの要約であり、文脈、問題、エビデンスが進化するに

つれて更新されるものである。一部の資金提供者はすでに初期のコミットメントを行っており、他の資金提供

者は資金提供者関心グループに参加しているため、彼らのコミットメントをどこで最もよく行えるかを積極的

に検討することができる。 

 

 

 

 

  

https://www.mcmasterforum.org/docs/default-source/evidence-commission/show-me-the-evidence_features.pdf
https://www.mcmasterforum.org/docs/default-source/evidence-commission/show-me-the-evidence_features.pdf
https://www.nature.com/articles/d41586-024-03100-2
https://www.nature.com/articles/d41586-024-03100-2
https://www.nature.com/articles/d41586-024-03100-2
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ESIC の計画プロセスは、特に現在、左側の 2 つの円と右側の 2 つの円に含まれる多くのカテゴリーの「利害関

係者」、および市民リーダーを関与させる。「SHOW ME the evidence」の最初の特徴に沿って、計画プロセス

は国内（および地方）のエビデンス支援システムのニーズを最前線に置き、テクノロジー企業も関与させてい

る。 

 

このプロセスは 5 つのワーキンググループとガバナンス企画グループによって主導されており、後のプロセス

で追加の計画グループが活性化される予定である。各グループは 5 つのドラフト文書を作成し、それぞれが

「協議ウィンドウ」中に公開される。私たちは、グループやネットワークと協力して、各グループの作業を強

化する統合されたフィードバックを提供することを推奨する。 

 

 
 

ESIC の計画プロセスに関連するすべての文書と、電子メールアラートに登録するオプションは、ESIC の企画

プロセスのウェブサイトで見ることがでる。 

  

https://evidencesynthesis.atlassian.net/wiki/spaces/ESE/overview?mode=global
https://evidencesynthesis.atlassian.net/wiki/spaces/ESE/overview?mode=global
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継続的な機会：1）国内のエビデンス支援システムの形式化・強化、 

2）日常生活の中心にエビデンスを置く 

 

グローバルエビデンス委員会の他の 2 つの実装優先事項に関する良いニュースは、人々がこれらの優先事項に

アプローチする方法を ESIC が大きく変える可能性があり、実際に国内（および地方）レベルでの行動を促す

「転換点」を生み出す可能性があることである。 

 

国内（および地方）のエビデンス支援システム内で運営されるタイムリーな需要主導型のエビデンス支援ユニ

ットは、ESIC を通じて可能になる実行可能な洞察、生きたエビデンス統合、および支援インフラストラクチャ

を活用できるようになる（下の右下のピンクの「ボックス」に示されています）。 
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例えば、政府の政策立案者を支援する人々は、間もなく ESIC からのデータ（例：研究レベルの結果とバイアス

リスク評価、および統合レベルの結果の確実性評価）にアクセスできるようになり、世界中から学んだこと

と、それがグループや文脈によってどのように異なるかについて、非常に迅速に高度に文脈化された洞察を、

国内（および地方）のエビデンスから学んだことからの洞察と並べて提供できるようになる。 

 

 

市民を支援する人々も ESIC から大きな恩恵を受ける。ESIC は市民のニーズに応える実行可能な洞察を提供

し、日常生活の中心にエビデンスを置く取り組みを「後押し」することになる。 

 

実装優先事項 1 に関する推進力情勢の兆候（以下の図に示されている）はまだ存在していますが、需要側での

国内（および地方）のエビデンス支援システムを正式化し強化する取り組みは見られない。例えば、超高速エ

ビデンス支援のパイロットプロジェクトや「総合請負者」モデルの拡大版への持続的なコミットメント、ある

いは迅速なエビデンス支援システム評価の結果に基づく決定的な行動はほとんど見られない。 
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同様に、実装優先事項 3 に関する推進力情勢の兆候の一部は存在していますが（以下の図に示されている）、

日常生活の中心にエビデンスを真に置くためのコミットメントは見られない。実際、一部の国では質の高いエ

ビデンスを提供し、誤情報/偽情報に対処する取り組みが後退している。 

 

これらの実装優先事項の両方が、より良い取り組みを行う継続的な機会を構成している。 

 

結論 

 

グローバルエビデンス委員会は、私たちが一丸になって達成したことを祝し、社会的課題に取り組むためのエ

ビデンスの利用を改善するために働く他の人々にバトンを渡すにあたり、皆様に参加を呼びかける。 

 

 
. 

 

また、2022 年のレポートと 2023 年改訂版、2024 年改訂版、そして今回の 2025 年改訂版からの洞察を引き続

き活用し、今後数ヶ月間にグローバルエビデンス委員会のグループが私たちの仕事について発表する論文

（例：迅速なエビデンス支援システム評価の方法と結果について）に注目し、後継および補完的なイニシアチ

ブについて質問がある場合は evidencecommission@mcmaster.ca までメールを送ることを勧める。  

➢ 超迅速エビデンスサポートのパイロットのスケールアップへの持続的

なコミットメントと迅速エビデンス支援システムの評価に基づく着実

な行動など、国内および地域の迅速なエビデンスサポートシステムを

形式化・強化する 

 

➢ 企画プロセスのフォロー、協議期間中のフィードバック、各国資金提

供者やその他の「ステイクホルダー」への関与の働きかけ、資金提供

の呼びかけへの対応など Evidence Synthesis Infrastructure 

Collaboratives（ESIC）の設立を支援する 

 

➢ 市民を支援する NGOや市民リーダーが、各国のエビデンス支援システ

ム、ESICの企画プロセス、その成果、そして日常生活の中心にエビデ

ンスを据えるための継続的な取り組みに積極的に貢献できるように支
援する 

 
 

https://www.mcmasterforum.org/docs/default-source/evidence-commission/evidence-commission-report.pdf?Status=Master&amp;sfvrsn=2fb92517_5/Evidence-Commission-report
https://www.mcmasterforum.org/docs/default-source/evidence-commission/update-2023.pdf?sfvrsn=e81cbf_14
https://www.mcmasterforum.org/docs/default-source/evidence-commission/update-2024.pdf
https://evidencesynthesis.atlassian.net/wiki/spaces/ESE/overview?mode=global
https://evidencesynthesis.atlassian.net/wiki/spaces/ESE/overview?mode=global
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付録 1 

 

グローバルエビデンス委員会は、3 つの実装優先事項に取り組む 3 つのグループを支援した： 

• 実装評議会, 3 つの実装優先事項すべてに焦点を当てる 

• 迅速なエビデンス支援システム評価（RESSA）国別リーダーグループ, 優先事項 1（国内のエビデンス支援

システムの正式化と強化）に焦点を当てる 

• 市民リーダーシップグループ, 優先事項 3（日常生活の中心にエビデンスを置く）に焦点を当てる 

これらのグループに関する追加の詳細は、グローバルエビデンス委員会のウェブサイトで入手できる。 

 

事務局は、翻訳と普及のために 6 つの協力センターと協力した： 

• アラビア語：レバノン、ベイルート・アメリカン大学 Knowledge to Policy Center 

• 中国語：中国、蘭州大学 Center for Evidence-Based Social Science 

• フランス語：カナダ、マクマスターヘルスフォーラム 

• 日本語：日本、総務省行政評価局 

• ポルトガル語：ブラジル、ブラジリアのオズワルド・クルズ財団（Fiocruz） 

• スペイン語：コロンビア、アンティオキア大学（UdeA）医学部 Unit for Evidence and Deliberation for 

Decision Making 

 

 

 

 

 

 

https://www.mcmasterforum.org/networks/evidence-commission/about-us/who-we-are/implementation-council
https://www.mcmasterforum.org/networks/evidence-commission/about-us/who-we-are/ressa-country-leads-group
https://www.mcmasterforum.org/networks/evidence-commission/about-us/who-we-are/citizen-leadership-group
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